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任
命

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

逆
瀬
川
勝
久
氏
71
歳
（
手
々
知

名
）

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　

投
票
総
数
11
票

　

賛
成　
　

11
票

　

反
対　
　

０
票

金
額
は
、千
円
単
位
四
捨
五
入

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
第
４
号
（
専
決
）

　

沖
永
良
部
与
論
地
区
広
域
事

務
組
合
へ
の
高
規
格
救
急
車
整

備
費
負
担
金
等
の
専
決
処
分
。歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，２
０
０
万

円
の
増
額
、
予
算
の
総
額
は

６
６
億
７
，５
３
８
万
円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
第
５
号

　

歳
入
で
、国
庫
支
出
金
、繰
入

金
及
び
繰
越
金
の
増
額
、歳
出

で
、環
境
衛
生
費
、住
宅
費
及
び

災
害
復
旧
費
の
増
額
等
の
予
算

措
置
で
予
算
の
総
額
は
68
億
７
，

３
２
３
万
円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
国
民
健

●
常
任
委
員
の
選
任

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

児
玉　

実
隆

　
　

副
委
員
長　

芋
高　

生
三

　
　

委　

員　
　

橋
口　

和
夫

　
　
　
　
　
　
　

平　
　

勝
美

　
　
　
　
　
　
　

伊
集
院
徳
二

　
　
　
　
　
　
　

和　
　

正
巳

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

永
野　

利
則

　
　

副
委
員
長　

沖　
　

充

　
　

委　

員　
　

中
田　

隆
洋

　
　
　
　
　
　
　

桂　
　

弘
一

　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

秀
樹

　
　
　
　
　
　
　

山
下　

幸
秀

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
　

委
員
長　
　

山
下　

幸
秀

　
　

副
委
員
長　

永
野　

利
則

　
　

委　

員　
　

桂　
　

弘
一

　
　
　
　
　
　
　

児
玉　

実
隆

　
　
　
　
　
　
　

芋
高　

生
三

　
　
　
　
　
　
　

橋
口　

和
夫

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の
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可
決
さ
れ
た議

案
事
項

人
事
案
件

補
正
予
算

採
択
さ
れ
た
陳
情
等

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第

２
号

　

歳
入
で
、繰
入
金
及
び
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
で
、
総
務
費

及
び
諸
支
出
金
の
増
額
の
予
算

措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
６
９
万
円
増
額
し
、予
算
の
総

額
は
10
億
５
３
８
万
円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
２
号

　

歳
入
で
、繰
越
金
の
増
額
、歳

出
で
、基
金
積
立
及
び
諸
支
出
金

の
増
額
等
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
，５
９
８
万
円
増
額
し
、予

算
の
総
額
は
８
億
５
，９
６
４
万

円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

第
１
号

　

歳
入
で
、繰
越
金
の
増
額
、歳

出
で
、保
険
料
還
付
金
の
増
額

等
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13
万

円
増
額
し
、予
算
の
総
額
は
８
，

２
２
１
万
円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

収
益
的
収
支
で
新
会
計
基
準

移
行
に
伴
う
営
業
外
収
益
の
補

助
金
長
期
前
受
金
戻
入
、支
出
は

人
事
異
動
に
伴
う
給
与
の
増
額
、

資
本
的
収
支
で
、収
入
は
加
入
金

の
増
額
、支
出
は
建
設
改
良
費
増

額
等
に
伴
う
予
算
措
置
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１

号
　

歳
入
で
、使
用
料
及
び
手
数

料
、繰
入
金
及
び
繰
越
金
の
増

額
、歳
出
で
、下
水
道
事
業
費
の

増
額
等
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
２
４
万
円
増
額
し
、予
算
の
総

額
は
２
億
１
，６
４
３
万
円
。

●
平
成
26
年
度
和
泊
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
第
１
号

　

普
通
旅
費
及
び
需
用
費
の
増

額
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
31
万

円
増
額
し
、
予
算
の
総
額
は

２
億
２
，６
９
９
万
円
。

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、

及
び
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な

ど
を
求
め
る
陳
情

平成26年第3回定例会
9月16日から26日まで11日間にわたって開催され，
上程された議案及び陳情の全てを可決しました。



●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
配
備

を
求
め
る
要
望
書

●
玉
城
字
内
県
道
「
瀬
名
・
和

泊
線
」
と
町
道
「
平
瀬
線
」
と
の

交
差
点
改
良
に
つ
い
て
の
陳
情

書●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、

及
び
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な

ど
を
要
請
す
る
意
見
書

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
配
備

を
求
め
る
意
見
書

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
５
号
棟

新
築
工
事
の
建
築
本
体
１
工
区

及
び
２
工
区

●
財
政
健
全
化
判
断
比
率

●
資
金
不
足
比
率

●
放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

●
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
，審
査
の
結
果
９

会
計
は
い
ず
れ
も
認
定
す
る
も

の
と
決
定
し
た
。

（
詳
細
は
11
Ｐ
に
掲
載
）
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認
定
さ
れ
た議

案
事
項

報
告
さ
れ
た
事
項

そ
の
他

契
約
案
件

意
見
書
・
決
議

平
成
25
年
度
決
算

県
道
・
町
道
の
改
良
と

歩
道
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
道
の
改
良
と
歩
道
計

画
は
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
及
び
過
疎
道
路

整
備
事
業
を
活
用
し
、各
小
中
学

校
の
通
学
路
を
中
心
に
順
次
、現

道
拡
幅
及
び
歩
道
の
整
備
を
行

っ
て
い
る
。現
在
は
、内
城
小
学

校
区
で
内
城
上
城
線
、内
城
半
崎

線
で
現
道
拡
幅
歩
道
設
置
、和
泊

小
学
校
区
で
小
学
校
か
ら
手
々

知
名
皆
川
線
の
現
道
拡
幅
歩
道

設
置
、小
学
校
正
門
前
の
和
泊
小

学
校
線
で
歩
行
者
用
橋
梁
の
設

置
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、和
泊
小
学
校
区
で
渕

茶
当
入
田
線
の
現
道
拡
幅
、出
花

字
内
の
池
鎌
線
で
歩
道
設
置
、国

頭
小
学
校
区
の
学
校
西
門
側
で

宇
宗
前
寺
線
の
現
道
拡
幅
歩
道

設
置
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

通
学
路
以
外
で
も
和
泊
字
内
の

イ
ン
カ
マ
線
で
、現
道
拡
幅
線
形

不
良
解
消
を
実
施
す
る
と
共
に
、

和
字
内
の
白
瀬
川
之
前
線
で
狭

道
路
整
備
に
つ
い
て

町
道
・
農
道
の
路
線
の

総
延
長
距
離
と
各
集
落

の
路
線
の
整
備
率
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
26
年
４
月
現
在
、

１
級
町
道
２
５
．５
㎞
、

二
級
町
道
23
㎞
、そ
の
他
町
道

２
６
１
．８
㎞
で
、
総
延
長
が

３
１
０
．３
㎞
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
に
道
路
台
帳
を

整
備
し
た
路
線
は
、舗
装
ベ
ー
ス

で
93
％
と
な
る
。農
道
の
延
長
距

離
は
、平
成
25
年
８
月
現
在
、幅

員
４
ｍ
以
上
が
３
３
．３
㎞
、４

ｍ
未
満
が
１
１
４
．１
㎞
で
、総

延
長
が
１
４
７
．４
㎞
と
な
り
、

整
備
率
は
、農
道
台
帳
上
で
の
舗

装
ベ
ー
ス
で
３
６
．６
％
と
な
っ

て
い
る
。

一　般　質　問
平成26年（９月）第３回議会定例会

伊集院　徳二議員

道
路
・
介
護
福
祉
・
財
政
と
奄
振
に
つ
い
て

問

問

答

答
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あ
い
道
路
整
備
事
業
を
活
用
し
、

現
道
拡
幅
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、県
道
は
、現
在
、内
城
地

区
は
、特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
、西
原
地
区
は
、県
単
交

通
安
全
施
設
整
備
事
業
で
歩
道

整
備
に
必
要
な
用
地
買
収
を
先

行
し
て
計
画
し
て
い
る
。

玉
城
字
内
の
町
道
平
瀬

線
と
県
道
和
泊
・
瀬
名

線
の
三
叉
路
の
改
良
計
画
は
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

こ
の
度
、同
地
区
か
ら
、

全
線
の
改
良
で
は
な
く
、

一
番
の
危
険
箇
所
で
あ
る
交
差

点
の
改
良
を
要
望
す
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。当
該
交
差

点
は
、隣
町
及
び
内
城
小
学
校
区

等
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
に
通
じ
る
生

活
幹
線
道
路
で
交
通
量
が
多
く
、

ま
た
、製
糖
期
間
中
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
満
載
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
頻
繁
に
製
糖
会
社
を
往
復
す

る
等
の
輸
送
幹
線
道
路
で
あ
る
。

当
該
交
差
点
は
、町
道
が
県
道
に

交
差
す
る
交
差
点
な
の
で
、交
付

金
事
業
で
実
施
で
き
な
い
か
、今

後
、県
と
協
議
し
た
い
。

介
護
福
祉
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
新
介
護
福
祉

法
に
よ
っ
て
福
祉
の
現
場
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

か
。

介
護
保
険
制
度
の
主
な

改
正
点
は
、１　

予
防
給

付
の
見
直
し
と
地
域
支
援
事
業

の
充
実
、２　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
、中
・
重
度
者
を
支
え
る

機
能
に
重
点
化
、３　

低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
の
拡
充
と
、一
定

以
上
所
得
者
の
利
用
者
負
担
の

引
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。１
点
目

の
、予
防
給
付
の
見
直
し
と
地
域

支
援
事
業
の
充
実
は
、介
護
予
防

の
対
象
者
で
あ
る
要
支
援
１
及

び
２
の
方
の
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
が
、「
予
防
給
付
」か
ら
「
地

域
支
援
事
業
」へ
と
移
行
し
、サ

ロ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

利
用
も
含
め
た
「
総
合
事
業
」と

な
る
。危
惧
さ
れ
る
点
は
、総
合

事
業
の
担
い
手
の
育
成
や
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

が
挙
げ
ら
れ
る
。２
点
目
の
、特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
、中
・
重

度
者
へ
の
重
点
化
は
、こ
れ
ま
で

要
介
護
１
を
入
所
要
件
と
し
て

き
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
新
規
入
所
者
を
、原
則
、要
介

護
３
以
上
の
高
齢
者
に
限
定
し
、

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
、中
・

重
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る
施

設
と
し
て
の
機
能
に
重
点
化
す

る
。危
惧
さ
れ
る
点
は
、要
介
護

１
・
２
の
方
の
入
所
待
機
者
の
待

機
期
間
の
延
長
や
在
宅
介
護
者

の
負
担
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、要
介
護
３
以
上
の
入
所
待

機
者
は
待
機
期
間
の
短
縮
が
図

れ
る
と
考
え
る
。

　

３
点
目
の
、低
所
得
者
の
保
険

料
の
軽
減
化
と
一
定
以
上
所
得

者
の
利
用
者
負
担
の
見
直
し
は
、

全
国
的
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、介
護
費
用
の
増
加
と
保
険
料

負
担
水
準
の
上
昇
が
避
け
ら
れ

な
い
中
で
、制
度
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
、低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
と
併
せ
て
、一
定

以
上
の
所
得
者
は
、自
己
負
担
割

合
を
こ
れ
ま
で
の
一
律
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
も
の
。危

惧
さ
れ
る
点
は
、利
用
者
間
の
負

担
は
不
公
平
感
が
想
定
さ
れ
る
。

財
政
に
つ
い
て

６
月
定
例
会
後
の
「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

の
事
業
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
に
２
億
１
，７

４
０
万
円
を
充
当
し
、学

校
施
設
を
は
じ
め
各
公
共
施
設

の
改
修
工
事
や
消
防
設
備
等
、緊

急
性
、優
先
度
の
高
い
12
種
の
事

業
を
執
行
し
て
い
る
。６
月
定
例

会
以
降
も
、引
き
続
き
交
付
金
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
関
係

各
課
が
連
携
し
、課
題
の
定
住
促

進
対
策
と
し
て
の
住
宅
建
設
事

業
や
有
利
な
起
債
が
活
用
で
き

な
い
町
単
独
で
の
道
路
整
備
事

業
、更
に
は
現
在
建
設
中
の
和
泊

町
防
災
拠
点
施
設
の
周
辺
整
備

事
業
等
５
事
業
分
を
今
議
会
に

上
程
し
て
い
る
一
般
会
計
補
正

予
算
案
に
基
金
残
額
で
あ
る
９
，

７
６
０
万
円
を
充
当
し
て
事
業

執
行
す
る
予
定
。

奄
振
に
つ
い
て

交
付
金
対
象
事
業
の
奄

美
群
島
農
林
水
産
物
輸

送
コ
ス
ト
支
援
事
業
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
後
、９
月
中
に
各
出
荷

団
体
か
ら
の
事
業
計
画

書
等
を
提
出
し
て
も
ら
い
、10
月

に
和
泊
町
の
事
業
計
画
書
を
作

成
・
提
出
し
、県
の
事
業
計
画
審

査
を
受
け
事
業
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。　

　

事
業
の
完
了
は
、平
成
27
年
３

月
末
で
の
実
績
報
告
を
行
い
、各

出
荷
団
体
へ
の
交
付
金
の
支
払

は
、平
成
27
年
５
月
頃
を
予
定
し

て
い
る
。平

成
27
年
度
に
向
け
た

事
業
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

農
業
分
野
は
、「
鉄
骨
平

張
ハ
ウ
ス
の
導
入
」「
非

常
用
発
電
施
設
の
整
備
」「
花
き

専
門
農
協
へ
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
導
入
」、ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
「
付
加
価
値
の
高
い
農
業
生

産
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

普
及
等
を
推
進
す
る
事
業
」で
あ

る
。　

　

観
光
分
野
は
、沖
永
良
部
島
観

光
連
盟
が
事
業
主
体
と
な
り
、人

材
育
成
や
民
泊
を
含
め
た
滞
在

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
等
を
目

的
と
し
た
「
島
の
観
光
推
進
プ

問

問

問問

問

答

答

答

答答
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」や
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
の
確
立
を

目
的
と
し
た
「
シ
マ
の
特
産
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」で
あ

る
。

　

文
化
分
野
は
、え
ら
ぶ
世
之

主
伝
説
の
検
証
と
沖
縄
県
今
帰

仁
村
と
の
交
流
や
世
之
主
没
後

六
百
年
祭
の
開
催
等
、世
之
主
関

連
交
流
事
業
で
あ
る
。又
、12
市

町
村
で
取
り
組
む
事
業
で
は
、オ

ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
や
調
査
研
究
を

行
う
「
サ
ン
ゴ
礁
保
全
対
策
事

業
」で
合
計
７
事
業
、総
事
業
費

２
億
８
千
万
円
程
度
を
平
成
27

年
度
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い

る
。

地
域
活
性
化
サ
ポ
ー
ト

事
業
「
島
キ
ャ
ン
」を
交

付
金
の
対
象
事
業
に
組
み
込
む

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

こ
の
事
業
は
、民
間
の
人

材
派
遣
会
社
が
、全
国
の

離
島
と
離
島
就
業
体
験
を
望
む

学
生
と
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ
」を
通

し
て
、人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

事
業
で
あ
る
。県
内
で
は
、奄
美

市
、龍
郷
町
、瀬
戸
内
町
、和
泊

町
、知
名
町
、与
論
町
、県
外
で
は

北
海
道
礼
文
島
、島
根
県
海
士
町

で
「
島
キ
ャ
ン
」が
実
施
さ
れ
て

い
る
。本
町
に
は
、８
月
中
旬
か

ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、24
名
の

学
生
が
来
町
し
、１
～
２
週
間
程

度
、ゆ
り
の
掘
り
取
り
作
業
を
始

め
沖
永
良
部
島
観
光
連
盟
や
タ

ラ
ソ
お
き
の
え
ら
ぶ
等
で
そ
れ

ぞ
れ
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。今
後
、事
業
内
容

を
検
証
し
、費
用
対
効
果
や
他
市

町
村
の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら
、

奄
美
全
体
の
事
業
と
し
て
取
り

組
む
事
が
出
来
な
い
か
提
案
し

て
い
き
た
い
。

問答

向
を
凝
ら
し
、さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
等
、ふ
る
さ
と
納
税
（
ゆ
り

の
ふ
る
さ
と
基
金
）の
拡
充
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、平
成

20
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
導
入
さ
れ
た
。制
度
制
定
か

ら
６
年
が
経
過
し
、各
種
報
道
に

お
い
て
ふ
る
さ
と
納
税
が
取
り

上
げ
ら
れ
、認
知
度
も
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。

　

近
年
の
本
町
の
寄
附
金
状
況

は
、平
成
24
年
度
は
95
件
、平
成

25
年
度
は
68
件
の
寄
附
が
あ
っ

た
。今
年
度
は
８
月
末
現
在
で
９

件
の
申
し
込
み
が
あ
る
。各
自
治

体
が
高
額
の
寄
附
者
に
対
し
贈

る
特
典
が
人
気
を
集
め
、地
域
の

知
名
度
を
上
げ
る
機
会
と
と
ら

え
、特
典
の
充
実
に
力
を
入
れ
て

い
る
が
、本
町
は
ユ
リ
の
球
根
や

バ
レ
イ
シ
ョ
を
お
礼
の
品
と
し

て
贈
っ
て
い
る
。今
後
は
特
典
の

充
実
等
も
検
討
し
な
が
ら
、制
度

本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
な
い

よ
う
周
知
活
動
を
行
い
、寄
附
金

を
募
っ
て
い
く
。

町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

国
頭
第
３
町
営
住
宅
の

外
周
フ
ェ
ン
ス
が
老
朽

化
し
、一
部
道
路
側
は
フ
ェ
ン
ス

ご
と
な
く
な
っ
て
い
る
が
早
急

な
改
修
は
で
き
な
い
か
。

道
路
側
の
フ
ェ
ン
ス
は

指
摘
の
通
り
、老
朽
化
が

進
み
一
部
フ
ェ
ン
ス
を
撤
去
し

て
あ
る
部
分
が
あ
る
。復
旧
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、樹

木
等
で
フ
ェ
ン
ス
が
隠
れ
て
い

る
部
分
が
あ
る
の
で
、入
居
者
の

方
々
と
協
議
し
な
が
ら
早
急
な

対
策
を
進
め
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

今
、全
国
的
に
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
一
般
財
源

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
自
治
体

が
増
え
つ
つ
あ
る
。本
町
で
も
趣

橋口　和夫議員

町
営
住
宅
の
整
備
・
ふ
る
さ
と
納
税

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

問問 答

答

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

中
原
線
か
ら
西
原
字
に

向
け
て
の
町
道
で
街
灯

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が

街
灯
の
数
を
増
や
せ
な
い
か
。ま

た
、
国
頭
・
西
原
線
の
県
道
で
歩

道
整
備
を
し
て
い
る
が
街
灯
設

置
も
並
行
し
て
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。中

原
線
か
ら
西
原
字
に

向
け
て
の
町
道
で
、通
学

路
灯
の
数
は
以
前
と
変
わ
ら
な

い
が
、台
風
に
よ
り
小
柱
一
本
が

倒
れ
近
く
の
九
電
柱
に
移
設
し

た
こ
と
で
減
少
し
た
感
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、現
場
は
緩
や
か

な
カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
い
こ

と
か
ら
、通
学
路
灯
を
増
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ゆりのふるさと基金を活用
町内の学校に電子黒板を整備

島キャン生花苗植付

問答
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街頭指導の様子

員
は
、全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ

て
、一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
」

に
つ
き
る
と
考
え
て
い
る
。職
員

は
採
用
時
に
、「
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
、誠
実
か
つ
、公
正
に
職

務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓

い
ま
す
」と
宣
誓
し
署
名
し
た
上

で
、職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
公
務
員

と
し
て
持
つ
べ
き
基
本
的
な
倫

理
と
な
る
。職
員
は
こ
の
倫
理
を

常
に
意
識
し
な
が
ら
、個
々
の
業

務
に
当
た
っ
て
い
る
。

町
長
の
求
め
る
職
員
像

（
公
務
員
心
得
）、あ
る
べ

き
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
幹
部
（
課
長
等
）
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

私
は
昨
年
の
町
長
３
期

目
の
就
任
に
当
た
り
、職

員
に
対
し
て
、職
員
像
に
つ
い
て

の
話
を
し
て
い
る
。職
員
の
あ
る

べ
き
姿
と
し
て
、情
熱
あ
ふ
れ
る

職
員
、町
民
と
歩
む
職
員
、明
日

に
は
ば
た
く
職
員
、経
営
感
覚
を

公
務
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
職
員
の
身
分
、心
構
え

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

解
し
て
い
る
か
。

憲
法
に
お
い
て
は
、す
べ

て
の
公
務
員
は
全
体
の

奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
と
あ
り
、そ

の
た
め
、服
務
上
の
強
い
制
約
が

あ
り
、労
働
基
本
権
で
あ
る
争
議

権
等
に
禁
止
や
制
限
が
か
け
ら

れ
て
い
る
。勤
務
条
件
や
給
与
は

条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、労
働
条
件
は
労
働
基
準
法
も

適
用
さ
れ
る
。地
方
公
務
員
の
身

分
に
つ
い
て
は
、恣
意
的
に
そ
の

職
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
身
分
が

保
証
さ
れ
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

公
務
の
公
平
性
・
安
定
性
を
確

保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

心
構
え
と
し
て
は
、憲
法
第

十
五
条
に
あ
る
「
す
べ
て
公
務

桂　弘一議員

公
務
員
の
あ
り
方
・
土
木
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

持
つ
職
員
、自
己
研
さ
ん
に
努
め

る
職
員
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

つ
職
員
、広
い
視
野
を
持
つ
職
員

の
７
つ
を
あ
げ
た
。

　

具
体
的
に
は
、全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
の
使
命
感
と
情
熱
を
も

つ
こ
と
、町
民
と
の
対
話
・
交
流

を
通
し
て
、町
民
の
立
場
に
な
っ

て
感
じ
る
こ
と
、深
く
正
確
な
知

識
と
豊
か
な
経
験
、優
れ
た
セ
ン

ス
を
も
つ
こ
と
、複
雑
・
多
様
化

す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
こ
と
、率
先
し
て
自
己
研

さ
ん
に
努
め
る
こ
と
、前
例
や
慣

例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、あ

ら
ゆ
る
工
夫
と
挑
戦
を
常
に
心

が
け
る
こ
と
、的
確
か
つ
柔
軟
な

行
政
運
営
が
で
き
る
こ
と
が
職

員
と
し
て
重
要
だ
と
説
明
し
た
。

課
長
・
局
長
の
管
理
職
に
つ
い

て
は
、課
内
・
局
内
の
職
員
と
協

調
し
、共
通
の
目
的
に
向
か
っ

て
、最
善
の
結
果
へ
と
導
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。指
示
・

命
令
を
出
し
、業
務
管
理
を
す
る

立
場
に
い
る
の
で
、課
の
職
員
よ

り
も
、知
識
や
能
力
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

客
観
的
・
俯
瞰
的
に
物
事
を
と

ら
え
、見
極
め
る
力
が
必
要
だ
と

考
え
る
。先

の
２
点
を
踏
ま
え
て

ど
の
よ
う
な
指
導
・
教

育
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

心
構
え
に
つ
い
て
は
、単

な
る
精
神
論
と
し
て
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。事
務
を
執
行
す
る
上
で
、そ

の
心
構
え
が
知
識
や
能
力
と
し

て
機
能
し
、実
際
の
業
務
に
適
用

で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、真
の
公
務

員
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
、職
員

は
日
々
個
々
の
修
練
を
惜
し
ん

で
は
な
ら
な
い
。

　

同
様
に
、職
員
像
も
、理
想
像

と
し
て
で
は
な
く
、実
践
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、辞
令
交
付
式
や

年
末
年
始
の
式
の
際
に
、職
員

に
対
し
強
く
訓
示
し
て
お
り
、ま

た
、決
裁
時
や
各
種
政
策
協
議
の

際
に
も
、職
員
に
対
し
て
指
導
・

教
育
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、職
員
の
指
導
・
教

育
は
、直
接
は
課
長
・
局
長
が
行

う
も
の
で
、課
長
会
を
通
し
て
、

私
の
考
え
を
述
べ
指
導
等
を
促

し
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

登
下
校
時
の
児
童
・
生

徒
へ
の
安
全
教
育
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

日
常
的
な
安
全
指
導
は
、

学
校
で
の
継
続
的
な
注

意
喚
起
、学
校
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

と
協
力
し
て
登
下
校
時
の
立
哨

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
、各
小
・
中
学
の
登

下
校
時
の
見
回
り
、危
険
箇
所
等

の
状
況
の
把
握
、安
全
指
導
も
行

っ
て
い
る
。年
２
回
の
交
通
安
全

週
間
で
も
警
察
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、

街
頭
指
導
を
継
続
し
て
い
る
。
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本
土
で
は
元
売
り
の
タ

ン
ク
を
特
約
店
等
が
共

同
で
設
置
し
て
い
る
一
方
、奄
美

群
島
で
は
、元
売
り
の
タ
ン
ク
が

離
島
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、奄
美
の
石
油
販
売
業
者
所
有

の
船
舶
で
本
土
か
ら
運
搬
さ
れ
、

同
石
油
販
売
業
者
所
有
の
油
槽

所
に
備
蓄
さ
れ
る
た
め
、本
土
に

比
べ
輸
送
コ
ス
ト
や
施
設
維
持

管
理
費
等
に
よ
り
価
格
が
割
高

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
主

な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

県
統
計
課
の
報
告
に
よ

る
と
徳
之
島
で
の
物
価

が
21
％
高
に
な
っ
て
い
る
が
そ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
。

県
消
費
者
行
政
推
進
室

が
行
う
価
格
調
査
の
結

果
を
も
と
に
公
表
さ
れ
た
、平

成
24
年
度
地
域
差
指
数
に
よ
る

と
、鹿
児
島
地
域
を
１
０
０
と

し
た
場
合
、大
島
地
域
で
は
石

油
製
品
１
１
７
．１
、
生
鮮
食

品
が
１
２
２
．９
、
加
工
食
品

離
島
物
価
高
に
つ
い
て

消
費
税
８
％
は
本
町
で

実
質
何
％
の
値
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
差
は
税
額
に

し
て
ど
れ
く
ら
い
余
分
に
納
税

し
た
こ
と
に
な
る
の
か
。

消
費
税
が
８
％
の
場
合
、

奄
美
群
島
全
体
で
納
め

ら
れ
る
、消
費
税
納
税
額
試
算
は

１
３
１
億
９
千
万
円
、奄
美
群
島

消
費
税
納
税
額
適
正
化
試
算
は

１
０
８
億
４
千
万
円
と
な
っ
て

お
り
、差
額
は
23
億
５
千
万
円
の

１
２
１
％
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
、軽
油
、重
油
、

灯
油
等
の
燃
油
の
単
価

が
そ
れ
ぞ
れ
ℓ
当
た
り
30
円
程

度
高
く
な
っ
て
い
る
が
そ
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

芋高　生三議員

離
島
物
価
高
・
農
業
振
興
・
生
活
保
護
制
度

ふ
る
さ
と
納
税
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

伊
地
知
カ
ラ
ー
の
浸
透

を
執
行
部
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
る
か
。

伊
地
知
カ
ラ
ー
と
あ
る

が
、町
と
し
て
の
す
べ
て

の
政
策
施
策
の
決
定
権
は
私
に

あ
り
、そ
の
点
で
は
役
場
の
全
業

務
に
つ
い
て
私
の
考
え
方
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。近

年
、行
政
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
化

し
て
お
り
、あ
る
一
方
だ
け
に
極

端
に
予
算
や
業
務
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
は
、好
ま
し
く
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
、そ

の
年
度
の
主
要
施
策
・
重
点
項

目
に
つ
い
て
は
、情
報
を
つ
か

み
、知
恵
を
絞
り
、よ
り
小
さ
な

費
用
で
、よ
り
大
き
な
効
果
を
得

る
た
め
の
協
議
を
し
て
い
る
。

土
木
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

町
民
の
財
産
と
安
全
に

直
接
関
わ
る
土
木
行
政

の
執
行
に
お
い
て
は
、特
別
な
気

配
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
、伊
地

知
町
政
に
お
い
て
は
、ど
の
よ
う

な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

先
ほ
ど
の
答
弁
で
あ
っ

た
よ
う
に
、職
員
の
あ
る

べ
き
姿
の
７
つ
の
中
に
、「
町
民

と
歩
む
職
員
」が
あ
る
。町
民
と

歩
む
た
め
に
は
、ま
ず
、町
民
か

ら
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ
し
て
、町
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
た
め
に
は
、町
民
の
立
場
で

考
え
、仕
事
を
す
る
職
員
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

土
木
行
政
で
は
、常
に
、町
民

と
工
事
現
場
等
に
お
い
て
関
わ

る
機
会
が
多
く
あ
る
。そ
し
て
、

道
路
工
事
等
の
現
場
に
お
い
て

は
、地
権
者
と
の
対
話
を
し
な
が

ら
、地
権
者
の
合
意
、同
意
を
得

な
が
ら
、進
め
て
行
く
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
に
は
、「
町
民
視

線
」で
、「
き
め
細
や
か
な
気
配

り
・
目
配
り
」を
す
る
事
が
大
切

で
、議
員
の
指
摘
の
と
お
り
、土

木
行
政
で
は
、町
民
の
財
産
と
安

全
に
直
接
に
関
わ
る
こ
と
に
な

る
で
、今
後
と
も
、地
権
者
と
は

十
分
に
協
議
し
な
が
ら
、事
業
の

実
施
に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解

を
得
な
が
ら
、事
業
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
事
が
で
き
る
様
に
、今

後
と
も
指
導
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問問 答答

は
１
３
６
．３
で
、
そ
の
他
の

３
品
目
を
含
め
た
総
合
で
は
、

１
２
１
．２
と
な
り
、総
体
的
に

物
価
が
高
い
状
況
に
あ
る
。こ
の

物
価
高
の
要
因
は
、生
活
物
資
の

ほ
と
ん
ど
が
島
外
か
ら
搬
入
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
輸
送
経
費
が

価
格
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
物
流
コ
ス
ト
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。所

得
に
つ
い
て
奄
美
は

県
平
均
の
85
％
程
度
と

い
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
格
差
は

ど
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
。

平
成
22
年
度
の
県
民

所
得
と
群
民
所
得
の

比
較
を
す
る
と
、
県
民
所
得

４
兆
８
８
３
億
７
千
５
百
万

円
に
対
し
、
郡
民
所
得
は
２
，

４
０
７
億
６
千
万
円
の
５
．

８
％
、
中
で
も
企
業
所
得
は
、

県
内
企
業
所
得
１
兆
３
，

５
３
０
億
４
千
百
万
円
に

対
し
て
、
郡
内
企
業
所
得
は

８
３
９
億
５
千
４
百
万
円
の
６
．

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、県
民
一
人
当
た
り
の
所

得
２
３
９
万
６
千
円
に
対
し
、

郡
民
一
人
当
た
り
の
所
得
は

問問

問

問

答

答答

答
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２
０
２
万
７
千
円
、格
差
８
４
．

６
と
な
っ
て
い
る
。

県
職
員
の
へ
き
地
手
当

が
25
％
も
あ
る
が
、そ
れ

だ
け
支
給
さ
れ
る
根
拠
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

へ
き
地
手
当
は
、「
交
通

条
件
及
び
自
然
的
、経
済

的
、文
化
的
諸
条
件
に
恵
ま
れ
な

い
特
定
の
地
域
に
勤
務
さ
れ
る

労
働
者
に
対
し
、物
価
や
生
活
様

式
の
地
域
差
に
よ
る
生
活
の
不

均
衡
を
調
整
す
る
」と
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
あ
る
。全
国
的
に

も
県
職
員
や
教
職
員
の
他
一
般

企
業
に
お
い
て
も
支
給
さ
れ
て

い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
作
物
の
高
値
販
売
が

農
家
経
営
の
向
上
に
と

っ
て
最
も
効
果
的
で
あ
り
、尚
且

つ
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
が
今

後
そ
の
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

花
き
や
輸
送
野
菜
の
販

売
は
、個
々
の
出
荷
団
体

ご
と
に
、積
極
的
販
売
戦
略
が
中

長
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、近
年
の
消
費
動
向
の
変
化

と
、流
通
の
本
格
的
な
国
際
化
に

よ
る
産
地
の
変
化
に
よ
り
、以
前

の
よ
う
な
高
値
安
定
の
取
引
が

難
し
く
、各
出
荷
団
体
に
お
い
て

新
た
な
販
売
戦
略
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。有
利
販
売
を
行
う
に

は
生
産
者
が
高
品
質
で
安
全
な

農
産
物
の
安
定
生
産
を
行
っ
て

頂
く
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
る
。

技
連
会
を
中
心
と
し
た
関
係
機

関
と
出
荷
団
体
が
協
力
し
て
、市

場
に
信
頼
さ
れ
る
責
任
産
地
を

確
立
す
る
こ
と
で
、安
定
単
価
に

よ
る
販
売
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
対
象
世

帯
数
と
そ
の
総
支
給
額

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま

た
、一
世
帯
当
た
り
の
支
給
額
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

平
成
24
年
度
の
本
町
の

月
平
均
被
保
護
世
帯
数

は
81
世
帯
、１
０
３
人
で
、生
活

扶
助
費
の
総
支
給
額
は
、５
，

４
１
６
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

る
。生
活
扶
助
費
の
ほ
か
に
住

宅
・
教
育
・
医
療
・
介
護
・
出
産
・

生
業
・
葬
祭
の
７
種
類
の
扶
助

が
あ
り
、介
護
・
医
療
は
現
物
支

給
と
な
り
、こ
れ
ら
の
各
種
扶
助

費
と
生
活
扶
助
費
の
総
支
出
額

は
、１
億
５
，７
４
３
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
る
。次
に
、平
成
24

年
度
の
生
活
扶
助
費
の
一
世
帯

あ
た
り
の
支
給
額
と
し
て
は
、生

活
扶
助
額
を
被
保
護
世
帯
で
除

し
た
単
純
世
帯
平
均
額
は
、月
額

約
５
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る

が
、世
帯
構
成
や
、年
金
等
の
収

入
に
よ
っ
て
支
給
額
が
決
定
さ

れ
る
。

　

ま
た
、施
設
等
へ
の
入
所
や
医

療
機
関
へ
の
入
院
等
に
よ
っ
て

も
支
給
額
が
変
更
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て

ふ
る
さ
と
納
税
は
年
間
で
何
件

あ
り
、そ
の
総
額
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
っ
て
い
る
か
。

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
年
度
毎
の
件
数
及
び
寄
附
金

は
、平
成
20
年
度
、１
０
９
件
、

２
９
９
万
６
千
円
、平
成
21
年

度
、１
１
９
件
、２
８
０
万
５
千

円
、平
成
22
年
度
、１
０
７
件
、

３
０
９
万
９
千
円
、平
成
23
年

度
、91
件
、４
１
０
万
円
、平
成

24
年
度
、95
件
、５
９
２
万
５
千

円
、
平
成
25
年
度
、
68
件
、

４
４
０
万
３
千
円
。平
成
20
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
６
年

間
で
、５
８
９
件
、総
額
は
、２
，

３
３
２
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

大
学
、専
門
学
校
等
へ
の

進
学
率
が
90
％
近
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、親

の
教
育
費
負
担
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
が
、小
学
時
代
か
ら

進
学
を
見
据
え
た
学
力
向
上
対

策
を
講
じ
ら
れ
な
い
の
か
。

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
目

標
を
も
た
せ
、自
立
に
向

け
て
将
来
像
を
明
確
に
さ
せ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
は
、本
町

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。地
域
の
よ

さ
・
特
色
を
生
か
し
た
体
験
学

習
や
文
化
継
承
学
習
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、故
郷
を
愛
し
、尊
重

す
る
態
度
を
育
む
教
育
を
継
続

す
る
と
同
時
に
、小
・
中
学
校
９

年
間
を
見
通
し
た
進
路
指
導
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
「
志

（
夢
）」を
も
っ
た
児
童
生
徒
の
育

成
に
努
め
て
い
く
。具
体
的
に

は
、小
・
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
確
実
に
位
置
付
け
る
よ
う

指
導
す
る
。ま
た
、特
別
活
動
等

の
時
間
を
通
し
て
、望
ま
し
い
職

業
観
や
勤
労
観
を
育
て
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
、商
工
会
等
と
連
携

し
た
職
場
体
験
活
動
等
の
さ
ら

な
る
充
実
に
も
努
め
て
い
く
。

問問

問

問

問
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道
路
整
備
に
つ
い
て

道
路
整
備
事
業
を
発
注

す
る
に
あ
た
り
、地
元
地

権
者
に
詳
細
な
事
業
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

道
路
整
備
事
業
は
、事
業

導
入
年
度
に
計
画
図
案

で
も
っ
て
地
元
に
お
い
て
集
合

説
明
会
を
行
い
、大
筋
の
道
路
線

形
及
び
用
地
買
収
面
積
に
了
解

を
も
ら
い
、詳
細
な
計
画
図
を
作

成
・
決
定
し
て
い
る
。し
か
し
、

着
工
後
に
補
償
工
事
を
含
め
、道

路
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
地
権

者
と
認
識
の
ず
れ
で
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
、こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
元
に
対

し
て
さ
ら
に
綿
密
な
説
明
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

埋
立
地
か
ら
和
泊
港
ま

で
の
道
路
は
雨
水
が
溜

ま
る
な
ど
道
路
状
況
が
悪
く
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
が
、

早
期
の
県
単
事
業
の
要
請
は
で

き
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

度
重
な
る
自
然
災
害
に

よ
り
農
家
経
営
は
疲
弊

し
て
い
る
が
財
源
確
保
に
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
強
力

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

今
後
は
特
典
の
充
実
も

検
討
し
な
が
ら
、継
続
し

て
寄
附
を
し
て
い
る
方
々
へ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
、「
ふ
る

さ
と
・
和
泊
町
」に
愛
着
の
も
て

る
周
知
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

国
に
お
い
て
も
控
除
額
拡
大
な

ど
の
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
、国
の
制
度
改
正

等
を
注
視
し
な
が
ら
寄
附
金
を

募
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

永野　利則議員

ふ
る
さ
と
納
税
・
道
路
整
備
・

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

臨
港
道
路
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
道
路
で
、全
面
的
な

補
修
に
は
多
大
な
事
業
費
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、県
の
財
政
的
に

は
県
単
事
業
で
の
対
応
は
難
し

く
、長
寿
命
化
対
策
と
し
て
国
の

交
付
金
事
業
で
あ
る
統
合
補
助

事
業
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
り
、引
き
続
き
、県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て現

在
の
機
材
を
含
む
施

設
の
状
況
は
老
朽
化
が

著
し
く
使
用
困
難
に
な
っ
て
い

る
が
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

昭
和
56
年
の
整
備
か
ら

既
に
33
年
が
経
過
し
、老

朽
化
に
よ
る
故
障
が
多
く
、そ
の

都
度
補
修
を
行
っ
て
稼
働
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。施
設
建

設
に
向
け
、こ
れ
ま
で
に
幾
度
と

な
く
関
係
課
で
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
、関
係
省
庁
の
補
助
事
業

等
の
導
入
も
条
件
的
に
厳
し
い

こ
と
か
ら
、し
尿
処
理
施
設
建
設

を
沖
永
良
部
全
体
の
事
業
と
し

て
と
ら
え
、一
島
一
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
費
等

も
抑
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
事

業
導
入
に
向
け
、両
町
で
協
議

し
、県
に
要
望
し
て
い
る
。

問

問問

問

答

答

答答

老朽化が進む有機物供給センター

埋立地から和泊港までの臨港道路

議会を傍聴してみませんか。
　定例会は年４回（通常３・６・９・１２月），また必要に応じて臨時会を開催す
ることもあります。
　本会議は，公開されており , どなたでもその様子を見ることができます。お気
軽に議事堂にお越しください。
　お問い合わせは , 議会事務局まで。
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平成25年度　全ての会計決算を認定
　平成 25 年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され，最終
本会議で採決の結果全ての決算が認定されました。
※金額は千円単位四捨五入
※表の計は，端数処理のため内訳の計と必ずしも一致しない。

歳入総額 74 億 8,703 万円
歳出総額 73 億 1,930 万円

一　般　会　計

特　別　会　計
歳入総額 24 億 4,191 万円
歳出総額 24 億 1,735 万円

水道事業会計
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決算特別委員会による
平成25年度事業実施地区
現地視察

新光源及び害虫被害軽減実証平
張り施設（実験農場）

　会計処理については，毎月上旬に実施する出納検査，10 月・２月に実施した定期監査で帳簿及び預
貯金等の確認を行い，決算審査においても調書と各会計の口座残高等の一致を見たことから，平成25
年度決算は適正な処理がなされたものと認められる。
　しかしながら，各課とも会計事務を担当する者に新規採用職員や臨時職員が多く，事務処理や書類
整理に不備な点があったことから，今後職員の実務研修や上司の指導に十分留意されたい。
　また，執行面からは効率的・効果的な執行が行われているか，町民のニーズに合った事業であるか等
を主眼に精査した結果，いずれの事業も適正に執行されていると認めた。
　財政状況については，近年の町の経済状況から活性化のための積極的な町政運営がなされている
と認められるものの，そのことを考慮しても，今後十分な配慮を要する状況であると言える。
　したがって，奄振の延長は好材料としても世界経済の動向や少子高齢化，人口減少等，本町をとりま
く環境はますます厳しくなってきており，今後の事業推進に当たっては，町民ニーズに応えることや経
済浮揚を図るとともに，その必要性・投資効果・実施時期等による事業の取捨選択と自主財源の確保
を図り，財政の健全化に努めていただきたい。

一般・特別会計決算審査

　収益力については料金の改定を行って
いないこと，有償配水量そのものが減少
傾向にあることから，厳しくなっている。
　平成27 年度に起債償還のピークが来
ることとなっており，今後，見送られている
料金の見直しとともに，償還財源の確保
に充分留意した経営が求められる。

　提出された書類に不備はなく，現在の
ところ資金不足が生じておらず適正に運
営がなされているものと認められる。
　今後とも起債償還等を見据えた計画的
運営に取り組む必要がある。

水道会計決算審査

経営健全化審査

　提出された算定書類は適正に作成されているもの
と認められる。実質公債費比率が0.8％，将来負担比
率が12.0％，対前年度比較で悪化している。
　まだ健全化基準の範囲内であるが，今後は財政の
悪化に留意しつつ，事業の取捨選択と自主財源の確保
を図り，町経済発展のため積極的運営に努めていただ
きたい。
※１実質公債費率とは…自治体の収入に対する負債
　返済の割合を示し通常、3 年間の平均値を使用。
　18% 以上だと、新たな借金（起債）をするために国
　や都道府県の許可が必要。25% 以上だと借金（起
　債）を制限される。和泊町は16.7％
※２将来負担比率とは…公社や出資法人も含め、自治
　体が将来支払う可能性がある負債の一般会計に対
　する比率。350% 以上で早期健全化団体となり，財
　政健全化計画の策定が義務づけられ，取り組みが
　不十分であれば国・県から勧告を受けて財政運営
　に制限を受ける。和泊町は143.4％

財政健全化審査

決算審査意見書要約（和泊町代表監査委員　菅村　寛仁）

シルバー人材センター
エコ石灰事業
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編
集
後
記

成
26
年
第
３
回
定
例
会

を
、９
月
16
日
か
ら
26

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

町
長
の
行
政
報
告
、５
名
の

一
般
質
問
に
続
き
、平
成
26
年

度
の
補
正
予
算
７
件
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
和
泊
町

一
般
会
計
他
８
件
の
歳
入
歳
出

決
算
を
設
置
さ
れ
た
「
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」に
お
い
て
、担

当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、「
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、限
ら
れ
た

予
算
が
適
正
で
効
率
的
に
執
行

さ
れ
て
い
る
か
」各
委
員
が
活

発
な
質
疑
を
行
い
議
決
を
い
た

し
ま
し
た
。今
後
と
も
私
達
議

員
は
、町
民
の
代
理
者
と
し
て

町
当
局
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責　

沖　
　

充
）

平議
　
　
長	

和
　
　
正
巳

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長	

沖
　
　
　
充

副
委
員
長	

橋
口
　
和
夫

委
　
　
員	

平
　
　
勝
美

　
同
　
　
　	

中
田
　
隆
洋

■子ども議会を通して　（和泊中学校３年　三島　大空）
　私は，今回子ども議会の議長をさせていただき，大変貴重な経験をさせてもらいました。
　初めて入る議会議事堂は，張り詰めた雰囲気があるためか，とても緊張しました。議事堂の一番高い位置にある議長
席は，すみずみまで見渡すことができ，まわりからの視線を考え，一層不安が募りました。
　議長という立場は，決して，軽いものではなく，リハーサルの時からとても不安な気持ちでした。その不安や緊張を克
服するために，何度も何度も原稿を読み，父と母の意見も聞きながら準備をしました。
　子ども議会当日。たくさんの方々のサポートもあり，最後まで無事に議会を終わらせることができました。この子ども
議会は，大変素晴らしいものになったと思います。質問者は，和泊町の未来を考え，どうすればより和泊町が活性化する
か真剣に考えて質問していました。その質問に答えていた役場職員の方々も，しっかりとわかりやすく，子どもではなく
大人の視点で答えられていました。私は，これからの和泊町の活性化につながる議会になったと思います。
　最後に，私も含めて参加した生徒の皆さんは，子ども議会を通じて和泊町についてさらに深く知ることができ，また，
さらに良くしていきたいという思いが強くなったのではないでしょうか。
　これからも沖永良部の将来を背負う世代の一人として，子ども議会で学んだことを活かしていきたいと思います。関
係者の皆さま，本当にありがとうございました。

和
泊
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和
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和
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議
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城
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議
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和
泊
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学
校
１
年

直
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勝
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議
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城
ヶ
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中
学
校
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年

山
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杏
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議
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和
泊
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１
年

宮
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美
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議
員

城
ヶ
丘
中
学
校
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年

山
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未
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議
員

第 18 回 子ども議会
　8 月 25 日（月）に開催された子ども議会では，９
名の議員が登壇し，一般質問を行った。

第 18 回子ども議会の
議長を立派に務めた
三島議長

県道沿いの花の植栽
について

町の仕事内容につい
て中学生が知る機会
の設定について

沖永良部の PR につい
て

お酒の PR についてジョギング大会のボ
ランティアについて

少子高齢化・過疎化
問題について

島の活性化につなが
る島外との交流につ
いて

町立図書館の蔵書の
内容について

サンサンテレビにつ
いて

Children's Parliament


